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１ 次の定例会は6月10日（木曜）から開催予定です。

◎ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、11月の15日発行。戸別配布でお届けします。
　配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎2928-8695・FAX2924-0630まで。
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ところざわ市議会だより 第198号

【採決結果】

にかかる経費を減額するため、予算の一部を修正しました

大型遊具　クライミングネット設置費用
所沢カルチャーパーク施設整備工事のうち、

４,０００万円８,０００万円 ➡

これまでいくらかかったの？1

原っぱ広場に築山が出現！！2

ギカイの視点4

ギカイの考え5

予算常任委員会で修正動議3

●令和３年度は、築山や園路・駐車場を整備するための費用として

2億5,275万3千円

●平成５年度から令和２年度にかかった整備費用は約120億円

平井議員

青木議員

・所沢カルチャーパークの基本計画では「自然環境保全型の総合公園として、武蔵野の
平地林と、そこに息づく多様な生物を育む環境を保全・創出する」となっています。また、
基本方針でも「公園は自然環境の保全を図りながら、既存の多機能・施設中心型の公園
とは異なる魅力と所沢らしさを市内外にアピールする公園」となっています。

・本年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で市民税の歳入が約12億円の減少を見
込み、厳しい予算編成をしたことだと思います。だからこそ、限られた予算の中でいか
に魅力ある公園を創出していくか職員の努力に期待します。

・日本一子供が大切にされる所沢市で減額修正することは、議会が子供の遊具を削減するこ
とになります。遊具整備で最も重要なのは二重三重の十分すぎる「安全対策」です。減額修
正のために十二分の安全対策を怠り、子供の事故が発生する可能性を否定できません。

・約30年間で雑木林や原っぱ広場の購入費110億円を含め、120億円以上の予算を費やし、
最後の仕上げが約1億2,620万円の遊具です。それが「華美」であるから、コロナで財政が
厳しいからと4,000万円の減額は不完全であり、もったいないことです。

石原議員

自然との調和を大切に

　所沢カルチャーパークは築山だけでも十分に子供た
ちは遊べると思います。遊具を設置するにしても大型
遊具ばかりが目立つのではなく、自然と調和した遊具
であるべきです。また、本来、所沢カルチャーパーク
は基本計画の目標に「自然環境保全型の総合公園とし
て、武蔵野の平地林と、そこに息づく多様な生物を
育む環境を保全・創出する」とうたわれています。

適切な使い道となるのか

　所沢カルチャーパークの総整備費用は約123億円と
なります。令和３年度の市民税の歳入は、新型コロナ
ウイルス感染拡大に伴い、約12億円の落ち込みが予想
されます。財政状況が厳しいと言っている中で、特に
原っぱ広場の中のクライミングネットに8,000万円をか
けていますが、これだけ華美なものを設置してよいの
でしょうか。

周辺地域への影響は

　大型遊具を設置することにより、市内外から多くの人
を呼び込むと説明していますが、そうすると駐車場の問
題も出てきます。駐車場と大型遊具のバランスも考慮し
なくてはなりません。

令和3年度所沢市一般会計予算

内　訳

不動産鑑定料 71万円
所沢カルチャーパーク施設整備工事 1億9,130万9千円
用地購入費（土地開発公社買戻分） 6,073万4千円

自然観察・活用ゾーンの原っぱ広場に築山を整備し、大型遊具を設置します。

・ローラーすべり台
・クライミングネット
・ターザンロープ
・健康遊具

整備予定の遊具

修正案
に賛成

修正案
に反対

修正案に対する起立採決

所沢カルチャーパークには何が必要か
注目
！

（問合せ：公園課　☎2998-9196）

　所沢カルチャーパークは、平成４年度に運動公園として都市
計画決定され、平成11年度には自然保護の観点から自然環境
の保全と活用を行う自然環境保全型の総合公園として都市計画
の変更を行いました。
　テーマごとに①ふるさと農業体験ゾーン②自然観察・活用
ゾーン③自然環境保全・創出ゾーン④管理便益施設ゾーン⑤ス
ポーツゾーン⑥入口ゾーンの６つのゾーンがあり、今年度中の
完成を目指しています。 （所沢市大字下新井1296-1）

つき やま

修正案
　　　が可決

つき やま

つき やま

所沢市議会では、平成30年６月定例会で所沢カルチャーパークの築造事業の早期完成と
財政的負担を最小限にするため「「所沢カルチャーパークの築造事業」に対する提言」
を行いました。詳細は市議会だより第187号８ページをご覧ください。 ➡

（当初）

つき やま
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ところざわ市議会だより 第198号

指定管理者による管理運営を開始所沢駅西口歩行者デッキの整備を進めています

市長提出議案のおもな事業概要

議案第12号、議案第23号を修正可決し、そのほかの議案を可決・承認・同意しました

（問合せ：所沢駅西口区画整理事務所　☎ 2903-8011）

　ワルツ所沢北側の既存デッキと所沢駅西口北街区を結ぶ
歩行者デッキの整備を進めています。既存デッキの接続部
分の不具合に対応する工事の追加に伴い、契約金額を変更
します。

　　今回の工事には仮設階段の設置が予定されているが、今
後はエレベーターの設置はあるのか。
問

　　仮設階段は今後撤去していく。令和3年度に所沢駅西口
駅前広場とペデストリアンデッキの在り方やエレベーターの
設置等、バリアフリーに対応することも併せて検討していく。

答

議案第11号　所沢駅西口歩行者デッキ整備工事
	 （その1）請負契約締結についての一部変更について

議 　 審 議案
３月定例会での

【会期】2月 18日～ 3月 25日（36日間）
【市長提出議案】	 専決処分の承認	 １件
	 予算関係	 21 件
	 条例関係	 14 件
	 指定管理者の指定	 1 件
	 契約変更	 1 件
	 市道認定・廃止	 6 件
	 人事関係	 1 件
【請　　　　願】	 	 １件
【議員提出議案】	 	 ３件

議会を開催しました

（問合せ：スポーツ振興課　☎ 2998-9248）

※市民文教常任委員会で、付帯決議を付しました。
　内容はこちらをご覧ください。　　　　➡
　（3/24 議会中継・市民文教常任委員長報告）

　平成23年12月に開設したパークゴルフ場の管理運営を行
う指定管理者を指定します。
【指定管理者】坂之下自治会
【期間】令和3年4月1日～令和6年3月31日（3年間）

　　今後、受託する団体に、防犯上の問題が生じた場合は、
市直営での運営が求められてくるが。
問

　　管理上の不備により、指定管理者として継続することが
適当でないと判断した場合は、指定を取り消し、教育委員会
が運営を行っていく。

答

議案第10号　�所沢市パークゴルフ場の指定管理者の指定
について

所沢市観光情報・物産館「ＹＯＴ－ＴＯＫＯ（よっとこ）」
「寄ってほしい」と「所沢」を掛け合わせた、公募で選ば
れた愛称で、市特産の狭山茶や野菜のほか、入間・狭山・
日高など周辺自治体の特産品を販売予定 詳細はコチラ➡
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令和 3 年（2021 年） 5 月 15 日 ところざわ市議会だより

当初予算のおもな事業概要

市長提出議案のおもな事業概要

ごみ袋の有料化に向けて

（問合せ：資源循環推進課　☎ 2998-9146）

　平成28年度まで順調に減少してきたごみ量。平成29年度
以降は鈍化傾向にあるため、更なるごみ減量の推進に向け、
所沢市廃棄物減量等推進審議会で、市民アンケートの実施や
一般廃棄物処理基本計画の改訂を行います。

　　ごみ袋の有料化は、コロナ終息のタイミングを見極めて
から実施すべきではないか。
問

　　福祉的な部分での減免措置や有料化に該当しない品目を
設定している事例があるので、十分検討していきたいと考え
ている。

答

議案第12号　令和3年度所沢市一般会計予算
　　一般廃棄物減量化方策推進事業　3,726万４千円

ワクチンの接種体制を整備

（問合せ：健康管理課　☎ 2991-1811）

　新型コロナウイルス感染症対策の重要な柱として、全国的
に実施する新型コロナウイルスワクチンの接種体制を早急に
整備し、滞りなく実施します。

　　ワクチンを接種したことで、副反応が起きた場合に相談
すべき窓口はどこか。
問

　　アナフィラキシーが発生した場合は、接種をした医療機
関で救急搬送など適切な対応を行う。接種した当日や数日後
に接種部位の痛みや倦怠感が現れたときは、接種をした医療
機関やかかりつけ医に相談してもらいたい。

答

議案第12号　令和3年度所沢市一般会計予算
　　新型コロナウイルスワクチン接種事業（接種対策等）

15億69万6千円

地域公共交通の利便性を高める

（問合せ：都市計画課　☎ 2998-9192）

　地域公共交通の活性化や再生の推進に関し、必要な事項の
協議を行う協議会を設置します。

　　今後、地域公共交通計画を作成することになるが、その
スケジュールは。
問

　　2カ年で作成することを計画している。
令和3年度は、基礎調査の実施と調査結果の報告、令和４年
度は、調査結果に基づいた素案の作成やパブリックコメント
を実施して、計画を作成する予定である。

答

議案第22号　所沢市地域公共交通協議会条例制定について

介護保険制度の安定的な運営のために

（問合せ：介護保険課　☎ 2998-9420）

　介護保険法施行令の一部改正と第８期所沢市高齢者福祉計
画・介護保険事業計画の策定に伴い、介護保険料率の改定や
特別給付の見直しを行います。

　　第8期介護保険料の算定根拠は。問

　　令和3年度から令和5年度までの第1号被保険者（65歳以
上の方）の収納必要額（189億3,927万478円）を、3年間の第
1号被保険者数（29万4,568人）で割ると、年額の保険料6万
4,295円となる。年額を12カ月で割ると月額5,358円になる。

答

議案第26号	 所沢市介護保険条例の一部を改正する
	 条例制定について

5



ところざわ市議会だより 第198号

請願を採択し、早急な交通量調査の実施を求める付帯決議を付しました

条例改正・規則改正・意見書を提出 監査委員の選任に同意

議案第45号　監査委員選任の同意を求めることについて議員提出議案第1号　�所沢市議会委員会条例の一部を改正する
条例制定について

請願第1号　
　市道1-403号線、通称七曲り通りの通学路を使って
松井小学校へ通学している児童の安全対策を願いたき件

議員提出議案第2号　�所沢市議会会議規則の一部を改正する
規則制定について

議員提出議案第3号　�故人が契約していた定額サービスの契約
を遺族又は親族が速やかに解約できるよ
う対策を講じることを求める意見書につ
いて

　契約者だった故人と解約しようとする遺族又は親族の住所が
異なる場合、「契約時の住所に書類を送る」の一点張りや、解約
できずに延滞金等が発生しているケースも見受けられる。また、
クレジットカード払いで契約している場合、支払いに使用してい
たクレジットカード会社との契約解除だけでなく、決済代行機能
を担っている信販会社に連絡しなければならない事例もある。
　こうした問題は、本来各業界全体でルール作りをすることが急
務であり、これまでも繰り返し指摘されてきた問題だが、一向に
改まらない。
　よって、法的整備をはじめ、政府として対策の検討を求める。

議員提出議案

請　　　　願

人事関係

意見書の全文はこちらから
「議員提出議案」をご覧ください。➡

監査委員
　三上　昌美氏（所沢市宮本町／新任）

【要旨】

　七曲り通りを通学路として利用してい
る子供たちの安全対策と、地域の小さな
子供たちの安全対策を求めて請願を提出
しました。
　横断歩道や交差点付近で、バスが要因
となった人身事故が発生しています。
埼玉県内で危険度が高いバス停のうちの
2カ所が市内にあり、そのうちの一つが
「七曲り」のバス停です。ここは松井小
学校の通学路に指定されています。
　こうしたことから、通学路の変更やバス
停の移動、ところバスのダイヤ変更、ガー
ドレールの設置など、具体的な目に見える
安全対策を検討していただきたい。

　　七曲り通りの交通量調査を行っ
たことはあるのか。実施していない
のであれば、交通量調査や登校の時
間帯に車を通行止めとすることを検
討できないか。

問

　　市では交通量調査を実施してい
ない。警察に確認するとともに、関
係部署と協議をして、現状把握と
どのような対策が可能か検討してい
く。

答

　　学校から教育委員会に通学路に
関する要望がないということは、学
校の中では七曲り通りの安全対策の
優先度はそれほど高くないというこ
とか。

問

　　学校でも危険は認識していると思
うが、通学路の変更は難しいので、交
通安全指導により子供たちに危険な場
所を伝えている。また、地域の見守りの
体制づくりに生かしていただいている。

答

※市民文教常任委員会で、付帯決議を付しました。
　内容はこちらをご覧ください。　　　　➡
　（3/24 議会中継・市民文教常任委員長報告）
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令和 3 年（2021 年） 5 月 15 日 ところざわ市議会だより

2 日間にわたる活発な審議の結果、条例を修正可決し、付帯決議を付しました

※�市民文教常任委員会で、付帯決
議を付しました。内容はこちら
をご覧ください。　　　　➡
　（�3/24 議会中継・市民文教常任
委員長報告）

議案第 23 号　所沢市寿町歴史的建造物整備基本方針策定委員会条例制定について

討論　―議案に賛成・反対します―

寿町にある歴史的建造物「秋田家住宅」の整備と中心市街地の歴史的建造物
の部材の復元を進め、その活用を図るための基本方針の策定にあたり、調査
や審議を行う附属機関を設置します。

・文化財保護法の目的に沿うように、整備基本方針の策定では保存方法と活
用方法を一緒に考えるべき。
・市議会の責務を果たすため、基本方針が策定される２年後までに活用方法、
事業費、財源を示してもらいたい。

　　実施スケジュールでは、令和5年
3月までに基本方針が策定されること
になるが、内容を審査するため、
令和4年12月定例会までに基本方針案
を市議会に説明してもらえるのか。

問

　　策定委員会での審議の内容は十
分に説明したい。令和4年12月定例会
に限らず、随時対応していきたい。

答

　　議案資料の事業名は「歴史的建
造物整備活用事業」となっているが、
なぜ条例名には「活用」の言葉がな
いのか。

問

　　策定委員会の重点的な取り組みは
建造物の整備である。その後の柔軟な
検討を妨げないためにも、建造物の整
備に重点を置いた名称とした。

答

議案第 12 号　令和３年度所沢市一般会計予算
　　　⃝戸籍システム改修事業について、戸籍法の一部改正により行政機関での手続きの際に、戸籍謄本等の添付が不要に

なることや、本籍地以外での戸籍謄本等の発行が可能になることから、市民の利便性の向上を図るものであり、マイ
ナンバーを使って親子関係等の照合を行うものなので、情報漏えいのリスクはないと考えられる。

⃝一般廃棄物減量化方策推進事業について、持続可能なエコタウンとは、市民の理解と協力があってこそ成り立つものと認
識していただき、ごみ減量や資源化はダイオキシンという歴史的な環境問題を乗り越え、所沢市民が自助・共助によって
培ってきた、ごみ減量への取り組みや、たゆまぬ努力を尊重し、市民生活への影響を十分に考慮し、必要な配慮を取り入れ
たうえで、最善の道を検討することを求める。

　　　⃝戸籍システム改修委託料は、国が自治体の情報システムの集約・共同化を図り、自治体の業務内容を国のシステム
に合わせるものであり、やがては個人情報のすべてを国が把握することになりかねない。自治体のセキュリティも万
全ではなく、ＩＣカードや指紋などの二要素認証を導入していないという問題が発覚していることから、不正利用の

おそれがある。
⃝これまで、ごみを順調に減らしてきた本市が突然有料化に至った経緯や理由が不明であり、何トン減らして西部クリーン
センターを廃炉にするのか、今後のごみ対策をどう進めるかという議論もないままに提案されている。有料化ありきではな
く、今やるべきことは燃やせるごみの資源化であり、ごみ有料化の撤回を求める。

議案第 16 号 　令和３年度所沢市国民健康保険特別会計予算
　　　⃝低所得者・中間所得者層の負担が増えないよう一定の配慮がされている。市が取り組んできたジェネリック医薬品の利

用促進や収納率向上対策、特定健診の受診率の向上など、財政状況の改善に引き続き力を入れていくことに期待する。
⃝国民健康保険税の現年課税分と滞納繰越分の合計収納率は、ここ数年上がっている。特に現年課税分は、平成27

年度の87.35％から令和元年度の92.46％と約5%上がっており大変評価できる。

　　　⃝賦課限度額を3万円引き上げ、2千万円の歳入を見込んだもので、所得の多い人に負担をという市の取り組みは理
解できるものの、加入者が減り続け滞納者が増え続ける悪循環を解決しなくてはならない。国に対して社会保障制度
の一環であることを指摘し、国庫補助金の増額を求める。

	 【3月18日】
	 　市民文教常任委員会

	 【3月11日】
	 　市民文教常任委員会

ギカイの考え
（問合せ：文化財保護課　☎2991-0308）

▲秋田家住宅

▼１階の離れ
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ところざわ市議会だより 第198号

令和３年３月定例会 審議結果
市長提出議案（45件）

討論　―議案に賛成・反対します―

議案第 17 号　令和３年度所沢市介護保険特別会計予算
議案第 26 号　所沢市介護保険条例の一部を改正する条例制定について

　　　⃝介護保険料率の改定は、所得のない方や年金生活者にとっては厳しいものと推察されるが、財源として保険給付費
準備基金を今後3年間で18億円、今年度6億円を繰り入れることについては評価し、さらなる要介護者を減らす努力
を求める。

⃝所得の低い高齢者への配慮として、保険料率を13段階に設定して能力負担に応じたものとし、保険料の負担軽減を行う
などのきめ細かい配慮がみられる。
　
　　　⃝介護保険第8期の計画では、保険料の基準額の第5段階を383円引き上げ、4,967円から5,350円に引き上げるもの

で、第5段階では、年収が80万円超から125万円以下の収入で月額5,350円、年額では59,600円になる。本市は、準備
積立金を保険料引き下げに繰り入れており、十分に評価できるものだが、国基準に基づく基準額の算定方法では必ず

値上げになる算定方法であり、実態にあった算定方法にすべきである。今後は、滞納者に対しての減免条例を生活困窮者に
も対応できるように改正することの検討や、生活に苦しむ無年金者や低所得者にこれ以上の負担増をしないことを求める。

議案第 18 号　令和３年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算
　　　⃝後期高齢者医療制度の財源は約半分を保険料で支えており、内訳は75歳以上の保険料が10％、残りの40％は75歳

未満の人が負担する。現役世代の保険料負担に影響を与えることは好ましくなく、制度を継続していくためにはやむ
を得ない。

⃝後期高齢者医療制度は、被保険者の増加と医療の高度化による医療費の増加も見込まれ、財政状況は厳しさを増していくも
のと予想される。令和3年度も保険料の軽減特例が見直されるが、低所得の高齢者の生活にも一定の配慮がなされている。
　
　　　⃝この条例改正は、国の低所得者向けの均等割軽減措置7.75軽減を、本則どおり7割軽減に引き下げるものであり、

これにより埼玉県内では16万1,000人が、本市では6,946人もの高齢者が影響を受けるものである。また、埼玉県に
は7割軽減低所得者への短期保険証の発行はしないことを確認しており、本市も遵守をお願いする。

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結果
第 1 号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度所沢市一般会計補正予算（第１6号））

予　　算

承認する
第 2 号 令和 2年度所沢市一般会計補正予算（第 17号）

原案可決

第 3 号 令和 2年度所沢市交通災害共済特別会計補正予算（第 1号）
第 4 号 令和 2年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第 2号）
第 5 号 令和 2年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第 4号）
第 6 号 令和 2年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第 4号）
第 7 号 令和 2年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第 4号）
第 8 号 令和 2年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3号）
第 9 号 令和 2年度所沢市病院事業会計補正予算（第 3号）
第10号 所沢市パークゴルフ場の指定管理者の指定について 市民文教

可　　決
第11号 所沢駅西口歩行者デッキ整備工事（その 1）請負契約締結についての一部変更について 建設環境
第12号 令和 3年度所沢市一般会計予算

予　　算

修正可決
第13号 令和 3年度所沢市交通災害共済特別会計予算

原案可決

第14号 令和 3年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計予算
第15号 令和 3年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計予算
第16号 令和 3年度所沢市国民健康保険特別会計予算
第17号 令和 3年度所沢市介護保険特別会計予算
第18号 令和 3年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算
第19号 令和 3年度所沢市水道事業会計予算
第20号 令和 3年度所沢市下水道事業会計予算
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令和 3 年（2021 年） 5 月 15 日 ところざわ市議会だより

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結果
第21号 令和 3年度所沢市病院事業会計予算 予　　算

原案可決
第22号 所沢市地域公共交通協議会条例制定について 総務経済
第23号 所沢市寿町歴史的建造物整備基本方針策定委員会条例制定について 市民文教 修正可決
第24号 所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について

健康福祉

原案可決

第25号 所沢市重度心身障害児等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定について
第26号 所沢市介護保険条例の一部を改正する条例制定について

第27号 所沢市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定に
ついて

第28号 所沢市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

第29号 所沢市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

第30号 所沢市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

第31号 所沢市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

建設環境

第32号 所沢市道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について
第33号 所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制定について
第34号�
～ �

第37号
市道路線の認定について

可　　決
第38号�
～ �

第39号
市道路線の廃止について

第40号 令和 2年度所沢市一般会計補正予算（第 18号）

－
原案可決

第41号 令和 2年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第 5号）
第42号 令和 3年度所沢市一般会計補正予算（第 1号）
第43号 所沢市一般職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について
第44号 所沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
第45号 監査委員選任の同意を求めることについて 同意する

請願（1件）

番号 件　　　　　　名 付託委員会 結果
第 1号 市道 1-403 号線、通称七曲り通りの通学路を使って松井小学校へ通学している児童の安全対策を願いたき件 市民文教 採　　択

議員提出議案（3件）

議案番号 議　案　件　名 結果
第 1号 所沢市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について

原案可決第 2号 所沢市議会会議規則の一部を改正する規則制定について
第 3号 故人が契約していた定額サービスの契約を遺族又は親族が速やかに解約できるよう対策を講じることを求める意見書について

賛成：○　反対：×議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧

議案番号

至誠自民クラブ 公明党 自由民主党 立憲民主党・�
無所属の会 日本共産党 自由民主党・�

無所属の会

荻
野
　
泰
男

杉
田
　
忠
彦

谷
口
　
雅
典

大
舘
　
隆
行

浅
野
美
恵
子

中
村
　
　
太

秋
田
　
　
孝

植
竹
　
成
年

川
辺
　
浩
直

亀
山
　
恭
子

西
沢
　
一
郎

福
原
　
浩
昭

村
上
　
　
浩

粕
谷
不
二
夫

青
木
　
利
幸

中
　
　
毅
志

松
本
　
明
信

越
阪
部
征
衛

末
吉
美
帆
子

長
岡
　
恵
子

島
田
　
一
隆

石
本
　
亮
三

天
野
　
　
敦

矢
作
い
づ
み

城
下
　
師
子

小
林
　
澄
子

平
井
　
明
美

佐
野
　
允
彦

石
原
　
　
昂

大
石
　
健
一

入
沢
　
　
豊

第12号
（修正案） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × ×

（修正部分を除く原案）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇

第 16号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇

第 17号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇

第 18号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇

第 26号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇
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10

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市
に

対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
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る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※�

各
議
員
の
１
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
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ト

版
で
お
知
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せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
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画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

質
疑
及
び

 
一 
　
質
問

般

? ロボティックプロセスオートメーションの略。これまで人間のみが対応可能と想定されていた作業やより高度な作業を、人間に代わっ
て実施できるＡＩ（人工知能）や機械学習を含む認知技術を活用して代行・代替する取組み。

問　
市
で
収
蔵
が
難
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
オ
ン
ラ

イ
ン
美
術
館
や
博
物
館
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
オ
ン
ラ
イ
ン
美
術
館

は
、
市
民
の
文
化
的
関
心

の
喚
起
や
展
覧
会
に
足
を

運
べ
な
い
方
へ
の
対
応
と

い
う
点
で
、
考
え
て
み
る

価
値
は
あ
る
。
現
在
、
収

蔵
し
て
い
る
作
品
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

閲
覧
で
き
る
よ
う
検
討
を

開
始
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
博
物
館
は
、
現
地
に
出

向
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

に
も
、
自
宅
で
バ
ー
チ
ャ
ル

に
楽
し
め
る
情
報
を
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
市
民
要
望

を
把
握
し
な
が
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
情
報
提
供

に
取
り
組
ん
で
い
く
。 立憲民主党・

無所属の会
長岡　恵子

オ
ン
ラ
イ
ン
美
術
館
や

博
物
館
の
設
置
を

問　
こ
れ
ま
で
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
政
策
室
」
の
必
要
性
を

提
案
し
て
き
た
が
、
４
月

か
ら
新
た
に
創
設
さ
れ
る

デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
は
、
そ

の
役
割
を
兼
ね
て
い
る
の

か
。答　

デ
ジ
タ
ル
戦
略
課

は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
管
理
や

各
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
技

術
的
支
援
業
務
に
加
え
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
?
や
Ａ
Ｉ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
導
入
に
向
け
た
積

極
的
な
支
援
や
、
国
が
進

め
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
確

実
・
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
本
市
全
体
の
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
に
向
け
た
企
画

立
案
を
行
う
。

公明党
福原　浩昭

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
構
築
に

向
け
た
取
組
を

問　
育
休
退
園
は
、
子

供
同
士
、
子
供
と
保
育

士
、
親
同
士
、
親
と
保
育

士
と
の
絆
を
断
ち
切
る
も

の
で
、
絆
を
大
切
に
す
る

市
政
運
営
に
逆
行
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答　
育
児
休
業
の
取
得

に
よ
り
家
庭
で
子
供
と
一

緒
に
過
ご
す
こ
と
は
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
や
絆
を
紡

ぐ
た
め
の
大
変
貴
重
な
時

間
で
あ
る
。
一
時
退
園
後

も
、
在
園
し
て
い
た
保
育

園
の
行
事
に
誘
っ
た
り
、

他
の
園
児
と
の
つ
な
が
り

が
途
切
れ
な
い
よ
う
努
め

た
り
し
て
い
る
。
園
児
や

保
護
者
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
た

助
言
に
よ
り
、
育
児
に
対

す
る
不
安
を
少
し
で
も
軽

減
で
き
る
よ
う
、
丁
寧
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。 日本共産党

矢作いづみ

育
休
退
園
の
制
度
を
見
直
し
て

真
の
意
味
で
の
子
育
て
支
援
を

問　
市
で
開
催
す
る
健

康
づ
く
り
に
関
連
し
た
教

室
は
、未み

病び
ょ
う（

発
病
に
は
至

ら
な
い
が
、
軽
い
症
状
が

あ
る
状
態
）
の
認
知
度
の

向
上
や
意
識
改
善
に
つ
な

げ
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

答　
第
２
次
保
健
医
療

計
画
に
基
づ
き
、
乳
幼
児

期
か
ら
高
年
期
ま
で
の
全

て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

方
を
対
象
に
、
身
体
活
動
・

運
動
、
休
養
、
栄
養
・
食
生

活
や
歯
・
口
腔
の
健
康
で

治
療
が
必
要
と
な
ら
な
い

よ
う
、
健
康
相
談
や
健
康

づ
く
り
教
室
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組

は
、
未
病
へ
の
認
知
や
意

識
改
善
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
健

康
増
進
事
業
の
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
る
中
で
未
病

を
啓
発
し
て
い
く
。

至誠自民
クラブ
大舘　隆行

元
気
で
い
き
い
き

“
健
幸
長
寿
の
ま
ち
”を
目
指
し
て

議
員
が
聞
い
た
！

⬆ 動画はコチラ
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問　
医
療
扶
助
の
適
切

な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答　
市
で
は
、
委
託
に

よ
り
レ
セ
プ
ト
点
検
業
者

が
医
療
機
関
の
過
誤
請
求

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

福
祉
の
現
場
で
は
、
本
人

へ
の
支
援
が
最
優
先
と
考

え
て
お
り
、
関
係
機
関
が

そ
れ
ぞ
れ
の
信
頼
に
基
づ

き
、
人
の
命
を
守
る
た
め

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
欠

け
る
こ
と
な
く
提
供
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
初
め

か
ら
事
業
者
の
不
正
を
疑

っ
て
か
か
っ
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
は
な
い

が
、
不
正
の
疑
い
や
不
正

が
発
覚
し
た
場
合
に
は
、

当
然
な
が
ら
調
査
を
し
て

適
切
に
対
処
し
て
い
く
。 立憲民主党・

無所属の会
島田　一隆

生
活
保
護
に
お
け
る
医
療
扶
助
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を

問　
多
く
の
市
民
が
存

続
を
願
っ
て
い
る
が
、
行

政
と
し
て
行
え
る
存
続
運

動
に
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
の
か
。
市
長
の
見
解
は
。

答　
地
産
地
消
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、
地
消
地

産
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の

地
域
で
買
物
を
し
な
け
れ

ば
、
店
も
生
産
者
も
全
部

い
な
く
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
、
も
っ
と
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
ま
ず
は

人
々
が
声
を
出
し
、
市
も

声
を
上
げ
て
い
く
が
、
そ

れ
と
同
時
に
、
も
う
一
度

地
消
が
な
け
れ
ば
地
産
は

な
く
な
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
み
ん
な
で
分
か
り
合

い
、
今
後
営
業
が
継
続
で

き
る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ

て
市
民
と
と
も
に
訴
え
て

い
き
た
い
。

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

新
所
沢
パ
ル
コ
?
の
存
続
を

問　
県
道
所
沢
青
梅
線

の
歩
道
整
備
事
業
に
お
い

て
、
坂
之
下
南
側
区
間
の

部
分
的
な
歩
道
整
備
が
で

き
な
い
か
。

答　
県
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
現
在
進
め
て
い
る

県
道
所
沢
青
梅
線
の
歩
道

整
備
事
業
に
お
け
る
坂
之

下
南
側
区
間
の
歩
道
整
備

は
、
地
元
か
ら
の
要
望
と

地
権
者
の
協
力
が
伴
え

ば
、
事
業
化
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
と
い
う
回
答

だ
っ
た
。
ま
た
、
個
々
に

用
地
協
力
が
得
ら
れ
た
場

所
だ
け
で
も
事
業
化
が
可

能
か
と
い
う
質
問
に
対
し

て
は
、
歩
道
と
し
て
の
連

続
性
や
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
事
業
化
に
は
、

あ
る
程
度
の
ま
と
ま
っ
た

整
備
延
長
が
必
要
で
あ
る

と
の
回
答
だ
っ
た
。

自由民主党
松本　明信

（
議
案
第
12
号
）県
道
所
沢
青
梅
線

歩
道
用
地
購
入
費
に
つ
い
て

問　
職
員
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

に
よ
る
と
、
勤
務
時
間
中

に
事
務
ス
ペ
ー
ス
内
で
集

金
行
為
が
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

副
市
長
の
見
解
は
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
に
限
っ
た
調

査
で
は
な
く
、庁
舎
に
配
達

さ
れ
る
新
聞
、
書
籍
全
般

に
関
し
て
行
っ
た
。
配
達
や

集
金
が
勤
務
時
間
中
に
行

わ
れ
、そ
れ
が
事
務
ス
ペ
ー

ス
内
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
回
答
が
多
い
こ
と
か
ら
、

昨
年
10
月
に
総
務
部
長
と

財
務
部
長
が
配
達
元
に
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。そ
の
結

果
、
現
在
で
は
配
達
、
集
金

の
時
間
や
場
所
に
つ
い
て

は
、一
定
の
改
善
が
な
さ
れ

た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の

市
庁
舎
内
営
業
に
つ
い
て

問　
自
宅
療
養
者
に
直

接
連
絡
を
と
り
、
日
々
健

康
観
察
す
る
手
だ
て
や
食

料
の
手
配
な
ど
の
生
活
に

必
要
な
物
資
の
調
達
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
。

答　
自
宅
療
養
者
に

は
、
保
健
所
が
電
話
な
ど

で
確
認
を
し
、
体
温
や
血

中
酸
素
濃
度
、
症
状
の
変

化
な
ど
を
聞
き
取
る
健
康

観
察
を
行
っ
て
い
る
。
症

状
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合

は
、
必
要
に
応
じ
て
入
院

に
切
り
替
え
て
い
る
。
ま

た
、
県
で
は
、
自
宅
療
養

し
て
い
る
希
望
者
に
対
し

て
、
御
飯
、
パ
ス
タ
な
ど

を
配
送
す
る
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
で
独
自
に
物
資

を
調
達
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

日本共産党
小林　澄子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
へ
の
支
援

問　
感
染
防
止
に
は
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
が
大
事

で
あ
り
、
市
独
自
で
介
護

施
設
や
児
童
施
設
に
検
査

を
実
施
で
き
な
い
か
。

答　
所
沢
市
医
師
会
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
そ
の
時
点
の
結

果
で
あ
り
、
定
期
的
に
検

査
を
し
な
け
れ
ば
効
果
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま

た
、
保
健
所
に
お
い
て
も

無
症
状
の
人
へ
の
検
査
は

勧
め
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。
今
後
、

県
に
よ
る
集
中
検
査
が
、

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
障
害
者
施
設
に
拡
大
さ

れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
状

況
を
確
認
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

日本共産党
平井　明美

市
独
自
の
政
策
と
し
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を
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問　
コ
ン
セ
ー
ル
タ
ワ

ー
や
フ
ォ
ー
ラ
ス
タ
ワ
ー

の
東
川
沿
い
に
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
の
一
部
が
完
成
し
て

い
る
が
、
ま
だ
道
半
ば
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
現
状

を
踏
ま
え
、
今
後
の
整
備

に
対
す
る
考
え
は
。

答　
東
川
の
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
の
整
備
は
、
国
の
補

助
制
度
で
あ
る
優
良
建
築

物
等
整
備
事
業
を
活
用

し
、
大
規
模
な
敷
地
の
共

同
化
を
伴
う
場
合
に
は
、

東
川
に
沿
っ
て
公
開
空
地

と
し
て
整
備
す
る
よ
う
、

地
権
者
や
事
業
者
側
に
指

導
し
て
い
る
。
今
後
市
で

は
、
ほ
か
の
建
築
計
画
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
歩
道

空
間
の
確
保
に
努
め
、
一

定
区
間
の
ま
と
ま
り
が
で

き
た
時
点
で
整
備
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。 自由民主党・

無所属の会
大石　健一

東
川
沿
い
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

（
遊
歩
道
）
の
整
備
を

問　
給
食
費
の
自
己
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
き
た
の
か
。

答　
現
在
の
給
食
費
は
、

１
食
平
均
で
小
学
生
は
２

３
７
円
、
中
学
生
は
２
９

０
円
で
、
７
年
間
据
え
置

い
て
い
る
。
栄
養
士
が
安
全

性
を
確
認
し
選
定
し
た
食

材
の
中
か
ら
、
学
期
ご
と

の
価
格
審
査
に
よ
り
食
材

単
価
を
比
較
し
、
よ
り
安

価
な
業
者
を
選
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
年
間
で
い
た
だ

く
給
食
費
の
中
で
、
過
不

足
の
な
い
よ
う
給
食
費
の

収
支
管
理
を
し
な
が
ら
献

立
作
成
を
行
っ
て
い
る
。
保

護
者
の
負
担
も
考
慮
し
、

で
き
る
だ
け
給
食
費
を
値

上
げ
す
る
こ
と
な
く
、
お
い

し
い
給
食
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

立憲民主党・
無所属の会
石本　亮三

給
食
費
の
自
己
負
担
軽
減
の
た
め
に

問　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る

体
制
が
不
十
分
で
あ
る

が
、
現
状
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

答　
健
康
状
態
に
不
安

を
抱
え
、
治
療
を
続
け
な

が
ら
子
育
て
や
家
庭
生
活

を
送
る
こ
と
や
、
就
労
を

続
け
て
い
く
こ
と
の
大
変

さ
を
受
け
止
め
、
本
人
と

家
族
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
理
解
し
た
上
で
、
寄

り
添
い
な
が
ら
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。
行
政
に
よ
る
支

援
を
必
要
と
す
る
が
ん
患

者
や
、
そ
の
家
族
を
適
切

な
機
関
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
相

談
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
か
把
握
し
て
い
く
。

日本共産党
城下　師子

子
育
て
世
代
の
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
へ
の

支
援
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を

問　
施
政
方
針
の
中
で

「
善
き
ふ
る
さ
と
所
沢
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ

て
い
る
が
、
市
長
の
考
え

る
善
き
ふ
る
さ
と
と
は
何

か
。答　

「
善
」
と
い
う
文
字

の
意
味
は
、
広
く
奥
深
い

も
の
だ
が
、
分
か
り
や
す

く
言
え
ば
、
み
ん
な
の
幸

せ
や
平
穏
、
世
界
の
平
和

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
人
々

が
支
え
合
い
、
助
け
合
い
、

子
供
ら
も
豊
か
な
自
然
の

中
で
伸
び
伸
び
と
遊
び
、

学
び
、
人
間
の
善
さ
を
信

じ
て
、
人
間
と
は
い
い
も
の

だ
と
思
っ
て
成
長
で
き
る

社
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
だ
け
で
な

く
、
未
来
に
も
調
和
し
た
、

持
続
可
能
な
社
会
を
「
善

き
」の
言
葉
に
込
め
た
。 公明党

西沢　一郎

“
善
き
ふ
る
さ
と
所
沢
”
に

込
め
ら
れ
た
思
い
と
は

問　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
西

武
鉄
道
の
相
互
乗
り
入

れ
、
ま
た
、
秋
津
駅
と
新

秋
津
駅
の
乗
り
換
え
の
利

便
性
改
善
の
要
望
書
を
毎

年
提
出
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
は
武
蔵
野
線
旅

客
輸
送
改
善
対
策
協
議
会

を
通
し
て
、
西
武
鉄
道
に

は
県
を
通
し
て
、
い
ち
早

く
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

答　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
西
武

鉄
道
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
持
つ
有
形
無
形
の
資

産
を
組
み
合
わ
せ
た
、
包

括
的
な
連
携
に
関
す
る
情

報
を
、
武
蔵
野
線
旅
客
輸

送
改
善
対
策
協
議
会
な
ど

の
関
係
組
織
に
提
供
し
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。

至誠自民
クラブ
秋田　孝

秋
津
駅
と
新
秋
津
駅
で
の

乗
り
換
え
の
利
便
性
の
改
善
を

問　
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

は
、
学
校
と
の
連
携
、
先
生

と
子
供
た
ち
の
参
画
・
協

働
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
取
り
組

み
や
あ
り
方
を
伺
う
。

答　
各
学
校
で
は
地
域
資

源
を
生
か
し
た
教
育
活
動

を
実
施
し
て
お
り
、
小
３
の

社
会
科
の
授
業
で
は
、
子

供
た
ち
自
身
が
生
活
し
て

い
る
地
域
の
現
状
を
調
べ
、

課
題
の
解
決
方
法
を
考
え

な
が
ら
、ま
ち
に
出
て
活
動

す
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
学
習
を
発
達
段

階
に
応
じ
て
、
小
・
中
学
校

で
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
意
識

を
高
め
、将
来
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
身

に
着
け
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

自由民主党
越阪部征衛

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
取
組
や
あ
り
方
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問　
相
互
直
通
運
転
の

実
現
に
向
け
て
、
他
の
沿

線
自
治
体
と
連
携
し
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
西
武
鉄
道
と
東
京

メ
ト
ロ
東
西
線
と
の
直
通

運
転
が
実
現
す
れ
ば
、
飯

田
橋
、
大
手
町
や
日
本
橋

な
ど
、
都
心
に
も
一
本
で

行
け
る
こ
と
に
な
り
、
市

民
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
平
成
28

年
の
国
の
交
通
政
策
審
議

会
か
ら
の
答
申
で
は
、
こ

の
直
通
運
転
の
取
り
上
げ

は
な
く
、
そ
の
後
は
、
計

画
を
推
進
し
て
い
た
中
野

区
で
も
動
き
が
止
ま
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
市
と

し
て
は
、
直
通
運
転
に
向

け
て
の
取
組
が
始
ま
れ
ば

協
力
し
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

荻野　泰男

西
武
新
宿
線
と
東
京
メ
ト
ロ

東
西
線
の
相
互
直
通
運
転
の
実
現
を

問　
電
源
開
発
に
お
い

て
、
何
ら
か
の
形
で
市
が

関
与
し
て
い
く
方
法
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答　
市
域
の
中
だ
け
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
に
は

限
り
が
あ
る
。
市
域
を
越

え
た
関
与
、
他
自
治
体
と

の
連
携
は
、
今
は
ま
だ
計

画
が
な
い
。
市
や
市
民

が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
つ
く
る
自
治
体
や
団

体
を
応
援
し
、
発
電
事
業

を
一
緒
に
動
か
し
て
い
く

こ
と
は
、
電
源
開
発
の
観

点
で
有
効
で
あ
る
。
一
方

で
、
複
数
の
自
治
体
で
競

い
合
い
、
一
緒
に
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
?
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
も
有
効
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
何
が
で

き
る
の
か
を
含
め
て
行
動

し
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の

新
た
な
電
源
の
開
発
を

問　
と
こ
と
こ
市
を
市

内
の
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
で
も

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

答　
実
行
委
員
会
が
主

体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る

と
こ
と
こ
市
は
、こ
れ
ま
で

市
役
所
西
口
広
場
な
ど
で

開
催
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

日
時
や
場
所
を
定
着
さ
せ

た
運
営
を
し
て
い
き
た
い

と
の
意
向
が
あ
り
、
現
在

の
定
期
開
催
に
な
っ
て
い

る
。
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
で
の
開

催
は
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
反
面
、
開
催
ス
ペ
ー
ス

の
使
用
許
可
や
駅
周
辺
の

既
存
店
舗
へ
の
配
慮
、
開

催
日
が
増
え
る
こ
と
に
よ

る
実
行
委
員
の
負
担
増
な

ど
の
課
題
も
多
い
。マ
ル
シ

ェ
に
参
加
し
て
、
所
沢
農
産

物
を
周
知
す
る
こ
と
も
選

択
肢
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。

立憲民主党・
無所属の会
天野　敦

所
沢
産
商
品
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
市
内
の
駅

ロ
ー
タ
リ
ー
で
と
こ
と
こ
市
を
開
催
を

問　
献
血
に
ご
協
力
い

た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
献
血
者
に
、
と

こ
と
こ
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ

で
の
市
独
自
の
ポ
イ
ン
ト

の
付
与
や
、
献
血
カ
ー
ド

を
ト
コ
ろ
ん
グ
ッ
ズ
購
入

時
の
割
引
券
に
す
る
特
典

を
付
与
す
る
取
組
を
考
え

て
み
て
は
。

答　
特
典
付
与
の
取
組

み
は
、
献
血
へ
の
動
機
づ

け
に
効
果
的
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
埼
玉
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
の
意
見
を

伺
っ
た
上
で
、
先
行
事
例

を
調
査
し
研
究
し
て
い
き

た
い
。
と
こ
と
こ
健
幸
マ

イ
レ
ー
ジ
へ
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
は
、
機
器
の
仕
様
や

運
用
面
な
ど
、
実
施
に
対

す
る
課
題
を
確
認
し
て
い

く
。

公明党
植竹　成年  

コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た

献
血
者
を
増
や
す
た
め
に
は

問　
斎
場
で
は
、
故
人
へ

の
死
の
尊
厳
を
守
り
な
が

ら
、
利
用
者
と
職
員
の
感

染
防
止
を
行
う
中
で
、
感

染
症
対
策
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

答　
葬
儀
、
火
葬
は
適

切
な
感
染
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
対
応
し
て
い
る
。
御
遺

体
は
、
病
院
で
非
透
過
性

納
体
袋
に
適
切
に
収
容
さ

れ
て
い
る
と
感
染
リ
ス
ク

は
極
め
て
低
く
な
り
、
搬

送
や
火
葬
後
の
収
骨
で

は
、
防
護
服
を
着
用
す
る

な
ど
の
特
別
な
対
応
は
必

要
な
い
。
市
で
は
、
で
き

る
限
り
遺
族
の
意
向
を
尊

重
し
た
上
で
お
見
送
り
が

で
き
る
よ
う
、
葬
祭
業
者

に
お
願
い
し
て
い
る
。 公明党

川辺　浩直

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
亡
く

な
ら
れ
た
と
き
に
安
心
し
て
見
送
る
た
め
に
は

新しい コロナ対策
本会議場に
パーテーションを

設置しました。

オンラインによる
リモート会議を

　取り入れました。

飛沫防止に配慮したパー
テーションは、議場だけで
はなく、さまざまなシーン
で活用しています。

打ち合わせにオンラインに
よるリモート会議を取り入
れています。



ところざわ市議会だより 第198号

所沢市議会は

オンラインによる議会報告会を開催します

新型コロナウイルス感染防止対策として
オンライン会議でのご参加をお待ちしています！

五
月
二
十
二
日
（
土
）

十
三
時
半
か
ら
十
五
時

浅
野
議
員

平
井
議
員

植
竹
議
員

石
原
議
員

中　

議
員

谷
口
議
員

西
沢
議
員

石
本
議
員

五
月
二
十
六
日
（
水
）

十
九
時
か
ら
二
十
時
半

長
岡
議
員

佐
野
議
員

城
下
議
員

天
野
議
員

川
辺
議
員

杉
田
議
員

福
原
議
員

青
木
議
員

【申込期間】	 5月17日(月) ～ 5月20日(木)
【申込方法】	 �ホームページから申込用紙をダウンロードしていただき

必要事項を記入の上、下記のいずれかの方法で議会事務
局に事前申込み

	 ①メール／a9256@city.tokorozawa.lg.jp
②F A X／04-2998-9222

【参加方法】	 パソコン・スマホ・タブレットでご参加ください！
	 全員協議会室（市役所低層棟３階）でも参加できます
【定　　 員】	先着10人まで
	 定員になり次第、受付を終了します

『開催内容』
 •３月定例会の報告
 •市政全般に関する意見交換

詳細はコチラ ➡

参加希望（議員との意見交換を希望）

傍聴希望 定員は先着20人（事前申込は不要）　　会場：全員協議会室（市役所低層棟３階）
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１月 ～ ２月　閉会中の活動報告
会　　　議 審査（調査・審議）する事件

1月15日 議会改革に関する特別委員会 議会改革に関する事項�
・政治倫理条例の改正案の協議

1月22日
政策研究審議会 諮問事項について（市民文教常任委員会・議会改革に関する特別委員会）

議会改革に関する特別委員会 議会改革に関する事項�
・政治倫理条例の改正案の協議

1月25日 広聴広報委員会 ・市議会だより第 197号の校正会議�
・市議会だより第 198号について

2 月 1 日 議会運営委員会の主催 取手市議会とのオンラインでの意見交換
・「オンラインを活用した議会運営の取組について」

2 月 4 日
議会運営委員会 議会運営に関する事項について�

・通年会期制の導入など

総務経済常任委員会の主催 議員研修会（オンライン開催）�
・「AI を利用しての行政経営の今後の姿について」

2月10日

議会運営委員会 ・令和 3年第 1回定例会の日程等の協議�
・議会運営に関する事項について

正副委員長連絡協議会 各委員会の取り組みについて

広聴広報委員会 ・市議会だより第 199号について�
・議会報告会について

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大や災害が
起こったときに、議会機能を維持し、その役割を
果たすため、茨城県取手市議会とオンラインで意
見交換を行いました。

　デジタル化・AI技術を議会運営、委員会審査、
行政経営で活用していくため、先進的な取組事例
を学びました。

「オンラインを活用した
　 　　　　　　議会運営の取り組み」

「AIを利用しての
　　　行政経営の今後の姿について」

主　催：議会運営委員会

主　催：総務経済常任委員会
講　師：早稲田大学政治経済学術院
　　　 稲

いなつぐ
継　裕

ひろあき
昭　教授
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と
こ
ろ
ざ
わ
市
議
会
だ
よ
り

№
198

２
０
２
１
年
５
月
15
日
発
行

発
行…

所
沢
市
議
会
／
編
集…

広
聴
広
報
委
員
会

連
絡
先…

議
会
事
務
局
（
０
４-

２
９
９
８-

９
２
５
６
）
　

〒
３
５
９‐

８
５
０
１
　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
１
番
地
の
１ 次の定例会は6月10日（木曜）から開催予定です。

◎ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、11月の15日発行。戸別配布でお届けします。
　配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎2928-8695・FAX2924-0630まで。

ところざわ

市議会だより

市議会だよりは に変わりました

本号から全世帯にお届けします

布全戸配

Tokorozawa city council

No.198
今回の定例会は、

12月

6月 9月

３月

結
び
　紡
ぐ

結
び
　紡
ぐ

　

２
０
１
３
年
に
、
世
界
各
地
の
少

数
民
族
の
布
や
、
国
内
の
古
布
・
リ

ユ
ー
ス
素
材
を
直
感
で
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
大
人
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
デ
イ
リ
ー

バ
ッ
グ
を
制
作
す
る
「
き
び
る
ア
ク

シ
ョ
ン
」を
所
沢
に
開
業
。
所
沢
の「
旧

町
」
の
写
真
と
、
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

布
を
使
っ
た
コ
ラ
ボ
展
を
野
老
澤
町
造

商
店
で
行
う
な
ど
、
地
域
色
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
も
取
り
組
ん
で

い
て
、
も
の
づ
く
り
の
世
界
で
社
会
貢

献
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。

ー
ー
布
の
仕
入
れ
先
は

　
ア
ジ
ア
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

の
伝
統
的
な
織
物
を
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
布
の
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

通
し
て
海
外
か
ら
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
現
地
で
働
く
人
々
に
直
接
代
金

が
届
く
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
９
年
か
ら
は
障
害
者
福
祉
施
設
に

生
地
作
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ー
ー
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
依
頼
し
て
い
ま
す
か

　
民
族
衣
装
の
生
地
は
、
と
て
も
貴
重
な

の
で
、
バ
ッ
グ
制
作
で
出
る
ハ
ギ
レ
を
貼

り
合
わ
せ
て
、
生
地
と
し
て
再
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
地
道

な
作
業
で
す
が
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

で
く
れ
る
の
で
、
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
、（
↘
）

親
御
さ
ん
も
「
子
供
が
社
会
と
つ
な
が
る

仕
事
を
し
て
い
る
」
と
、
と
て
も
喜
ん
で

い
た
だ
け
た
の
で
、
一
緒
に
仕
事
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。

ー
ー
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

　
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

子
供
た
ち
は
、
進
学
で
き
な
か
っ
た
り
、

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
だ
っ
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

と
て
も
丁
寧
な
仕
事
を
し
ま
す
。
そ
の

手
仕
事
を
生
か
す
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
小
さ
な
ハ
ギ
レ
も
無
駄

な
く
使
い
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ー
ー
今
後
の
目
標
は

　
「
障
害
者
が
作
っ
て
い
る
か
ら
買
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
考
え
方
で
は
、
活
動

を
続
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と

お
し
ゃ
れ
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
斬

新
な
商
品
を
開
発
し
て
、
作
る
人
も
使
う

人
も
幸
せ
に
な
る
バ
ッ
グ
を
こ
れ
か
ら
も

作
り
続
け
た
い
で
す
。

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で
輝く人たちをご紹介します。今回は、所沢で
民族衣装や織物からハンドメイドバッグを
制作している「きびるアクション」デザイナー
の武

ぶ
堂
どう
詠
えい
子
こ
さんにお話を伺いました。

「きびる」は九州博多の方言で　“結ぶ ”。
人と街や国々を結びながらものづくりをしている。

所沢から輝け！！

Ｑ＆Ａ
聴かせて！
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作る人も使う人も幸せになるバッグを作り続けたい

所沢市議会

早
春
の
梅
か

ら
始
ま
り
、

桜
、ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、

ツ
ツ
ジ
と
花
の

移
ろ
い
を
週
末
の
早
朝
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

花
心
な
い
私
で
す
が
…
（
谷
口
）

コ
ロ
ナ
禍
で
誰
も
が
別
の
道
を

模
索
。
庭
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の

桃
色
が
春
が
近
い
こ
と
を
告
げ
、

政
治
に
も
春
を
と
願
う
ば
か
り
で

す
。（
平
井
）

子
供
が
な
り
た
い
職
業
の
第
一

位
が
会
社
員
と
の
こ
と
。
テ

レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
す
る
親
の
姿

を
見
た
か
ら
か
な
？
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
話
題
に
心

が
ほ
っ
こ
り
（
浅
野
）

春
議員たちの･･･

広
聴
広
報
委
員
会

◎
浅
野
美
恵
子　
〇
川
辺　
浩
直

　
天
野　
敦　
　
　
佐
野　
允
彦

　
小
林　
澄
子　
　
平
井　
明
美

　
長
岡　
恵
子　
　
入
沢　
　
豊

　
青
木　
利
幸　
　
谷
口　
雅
典

　
西
沢　
一
郎

◎
…
委
員
長　
〇
…
副
委
員
長

福岡県大野城市生まれ。2000年から所沢市に在
住。グラフィックデザインを学んだ後、編集プロ
ダクションに約８年間勤務し、その後、結婚や出産
を経て2013年に「きびるアクション」
を開業。バッグの制作販売やイベント
の企画を行っている。2019年から障
害者福祉施設との協業をスタート。


